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共同研究
今回出版した本では、当館で飼育しているハンドウ
イルカやゴマフアザラシも含めて鹿児島のほ乳類とし
て扱っています。これまで当館ではイルカやアザラシ
が快適に幸せに過ごすために、もっとイルカやアザラ
シのことを知る必要があると考えて、たくさんの共同
研究を行ってきました。近畿大学の酒井麻衣先生と
行った垢

あか

からストレスを測る研究や、三重大学の森阪
匡
ただ

通
みち

先生と行っているイルカの視覚に関する研究、福
山大学の山本知里先生と行っているイルカの認知に関
する研究などです。これらの研究は、飼育員と研究者
が対等な立場でお互いのアイデアを出し合って行って
いる研究で、水族館でしかできない研究です。これら
の成果は「いるかの時間」の中で紹介したり、遊び道
具に反映したりして、当館でのより良い飼育と展示に
つながっています。

繁殖研究

気候や環境が大きく変化して生物多様性が失われつ
つある現在、水族館で飼育している生きものの命を未
来へつなぐこと（種の保存）は水族館のとても大きな
役割のひとつです。生きものは自分の子孫（遺伝子）
を残すためにさまざまな戦略をもっています。水族館
で飼育しているイルカが自分の遺伝子を残すことは、
その個体が生きる目的を達成することになるはずで
す。当館で実施している人工授精は、人為的に採取し
たオスの精液をメスに注入して妊娠させる方法です。
ひとつの水族館だけでイルカの繁殖を続けると血縁関
係があるイルカが増えて遺伝的多様性を保つことがで
きません。遺伝的多様性を保てなくなると流産や奇形
の個体が生まれる確率が高くなります。このことを防
ぐためには他の水族館と繁殖のためにイルカを貸し借
りする方法があります。しかし、イルカの輸送は飼育
員にもイルカにも大きな負担とリスクが伴います。精
液だけを輸送して人工授精を行うと、その課題を解決
することができるのです。また、自然での繁殖に任せ
ていると、相性の良い個体同士の子どもしか生まれな
いので、すべてのイルカの遺伝子を人工授精によって
後世に繋げることも必要と考えています。

最後に
これまでの調査で分かったこと、この本で紹介でき
たことは鹿児島のイルカやクジラの生きざまのほんの
一部です。皆さまが思っている以上に鹿児島のイルカ
クジラには、まだまだ分かっていないことがたくさん
あります。この分かっていないことを知るにはこれか
らも地道に調査や研究を続ける必要があります。協力
してくださるたくさんの方々と一緒に調査を続けて、
この本の続編が出せる日を楽しみにしています。

ちなみに
「鹿児島の海のほ乳類～かごしま水族館の調査研
究から～」は当館ショップまたは当館のオンライン
ショップで、１冊１６００円で販売しています。ぜひ
手にとってご覧ください。� （柏木伸幸）

認知実験の様子

人工授精

自然繁殖で生まれた当館の子どもたち（イブ・レイ・ハッピー）

尾びれから垢をとる 小型カメラで目の動きを撮影する
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ナミハンドウイルカと同じく、交尾の時にお互いに協
力するオスがいるかもしれないなど、地道に調査をす
ることでしか分からないこともだんだん分かるように
なってきました。ミナミハンドウイルカは全国に点在
している種で、今後、各地域の研究者と情報交換する
ことで日本のミナミハンドウイルカの生態が明らかに
なることもあるかもしれません。

ストランディング調査
海にいるイルカやクジラが浜に打ちあげられたり

（座
ざ

礁
しょう

・漂
ひょう

着
ちゃく

）、港、川、漁師さんの網などに迷いこん
でしまったり（迷

めい

入
にゅう

・混
こん

獲
かく

）することをストランディ
ングといいます。浜に打ちあがってしまうのは残念な
ことですが、海のほ乳類を知るためにはとても貴重な
機会です。ストランディングの情報をいただいた時
には、できる限り現場に行って調査を行ってきまし
た。これまでに鹿児島県内では、分かっているだけで
３５９件のストランディングが起きていて、その数は
３０種、１０７３頭にも上ります。その中には皆さま
がよく知っているシャチや、鹿児島で打ちあがるまで
体の模様すら分かっていなかったタイヘイヨウアカボ
ウモドキなども含まれます。数々のストランディング
事例を調査することで鹿児島近海に棲むイルカやクジ
ラの一端が少しずつ見えてきていると感じています。

「鹿児島の海のほ乳類～かごしま水族館の
調査研究から～」を出版しました！

特 集

かごしま水族館が開館してから２７年が経ちました。
当館では地元の海にいる生きものの魅力を伝えるため
に、開館以来、鹿児島のイルカやクジラに関する研究
活動を行ってきました。水族館の役割は種の保存、教
育、調査研究、レクリエーションの４つで、この４つ
はそれぞれ独立しているように見えて、すべて深く関
わりあっています。研究によって分かったことを応用
することでより良い飼育ができるようになります。お
客さまは健康で生き生きとした動物を見ることで、楽
しんだり本来の姿を学んだりすることができます。研
究は水族館の役割の柱だと考えています。今回出版し
た本はこれまで行ってきた研究活動の一部をまとめた
ものです。当館が鹿児島のイルカ、クジラについて取
り組んできた研究活動を本の内容とともに紹介します。

錦江湾のイルカ調査
開館した当初、水族館の目の前に広がる錦江湾には
野生のイルカがいることは分かっていましたが、どん
なイルカがどのように生きているのかは全く分かって
いませんでした。他の研究機関と協力して行った初期
の調査では、錦江湾にはミナミハンドウイルカやハセ
イルカ、ハンドウイルカの３種類がいることや、ミナ
ミハンドウイルカが定住していることが分かりまし
た。その後も当館独自で湾内のイルカやクジラの調査
を続けてきました。ミナミハンドウイルカの個体を見
分ける調査の結果、見分けられたイルカは、いなく
なった個体を含めて９６頭にもなりました。本を出版
した昨年の時点でずっと確認されているイルカもい
て、その個体は少なくとも２５歳以上であることが分
かっています。また、錦江湾には２つの群れがいるこ
とや、時々大きな移動をすること、他の海域に棲

す

むミ

調査の様子

シャチ（日置市）

調査の様子マッコウクジラ（南さつま市）

タイヘイヨウアカボウモドキ
（薩摩川内市）
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　　４階：かごしまの海
　　　　　マダコ

お客さまからの「タコが見たい！」という要望に
お応えして、４階の水槽でマダコの展示を再開しま
した。
タコは脱走の名人です。強力な吸

きゅう

盤
ばん

で水槽の壁に

吸いついてはい上り、
水槽から出てしまうこ
とがあるのです。その
まま水に戻ることがで
きず発見が遅れてしま
うと、最悪の場合干か
らびて死んでしまいま
す。脱走されないため
には厳重にフタをする
ことが基本ですが、展
示する水槽はすき間な
くフタを閉めることが
できません。そこで脱
走防止のため水槽の上
部をぐるりと人工芝で
囲むことにしました。人工芝のように細くて密生し
ているものに吸いつくことはタコも苦手なようで、
壁をはい上がってきてもその上の人工芝にふれると
伸ばした腕を引っこめてくれます。人工芝を使った
脱走対策は今のところ大成功です。
今はモリモリえさを食べ、時には同居している魚
たちにまで腕を伸ばして襲おうとするマダコです
が、寿命はたったの１年ともいわれています。ぜひ
見に来てください。� （広瀬　純）

103. マゴチ
東北地方以南の全国に分布する、全長６０㎝程
度になるスズキ目カサゴ亜目の魚。夏が旬のおい
しい魚で、釣りの対象魚としても人気です。県本
土では例年ゴールデンウィーク過ぎには大型の個
体が河川河口域に集まりはじめ、狙って釣りやす
い時期が始まります。
英名Flathead（平たい頭）のとおり、頭部や体
は押しつぶされたような平たい形をしており、砂
地での生活に適した姿をしています。背面の色彩
は生息地の砂そっくり（写真①）。浅瀬を歩いてい

ると足元に潜
ひそ

んでいるマゴチに全く気付かず、突
然逃げ出していく姿に驚かされることがよくあり
ます。また、尾びれには特徴的なまだら模様がみ
られます（写真②）。
シロギスなどの小魚やエビ、ゴカイのなかまな
どを捕食します。ルアー釣りで狙うときには小魚
などを模

も

したものを底付近で操作すると、マゴチ
がいれば躊

ちゅう

躇
ちょ

なく食いついてきます。
高級魚として、また釣りのターゲットとしてもファ
ンの多い魚ですが、実はマゴチの学名はいまだ決
まっていません。本種の学名はPlatycephalus�
sp.�2�とされていますが、これは「コチ属の学名未
決定種・その２」といった意味です。同属種との分
類学的関係が整理されないまま現在に至るため、マ
ゴチの学名を示すときはこのように表記されます。
しばらく、海水温の高い季節が続きます。県内の
河口域でマゴチを狙ってみてはいかがでしょうか。
� （菊地一真）

水槽を囲む脱走防止用の人工芝

強力なマダコの吸盤。はなして～！

写真①　頭部と背面 写真②　尾びれの模様

マダコ
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６８点のイラストが集まりました。すべてを「い
るかの時間」でご覧いただけます。素敵なイラス
トばかりですのでぜひご注目ください。

「いるかの時間」のロゴもリニューアルしまし
た。ロゴはイラストレーターの柴ひかり氏にデザ
インしていただきました。イルカだけではなくさ
まざまな生きも
のが登場し、と
てもにぎやかな
デザインです。
飼育員の衣装の
バックプリント
とお手伝いして
くださったお客
さまへプレゼン
トするステッカーになりました。
「いるかの時間」を通して皆さまの中に新たな

疑問が湧
わ

いてくるかもしれません。なにか聞いて
みたいことがありましたら、お近くの飼育員に気
軽に質問してみてください。なんでもお答えしま
す。新しくなった「いるかの時間」をぜひご覧く
ださい。� （伊藤大介）

イルカ館で開催しているイベント「いるかの
時間」は１年ごとに内容を更新しています。７月
２０日から新しい「いるかの時間」が始まりまし
た。タイトルは「飼育員が答えます！イルカ質問
箱」です。

皆さまはイルカを見て、疑問を持ったり不思議
に思ったりしたことはありませんか。そのような
疑問にお答えすべく２０２１年に冬休み特別企画
としてイルカ質問箱を設置して、皆さまからイル
カに関する多くの質問をいただきました。その際
には館内やＳＮＳで、文章やイラストで回答をお
伝えしました。新しい「いるかの時間」では、そ
の時の質問の中からいくつかピックアップして、
実際にハンディカメラでイルカの体を間近に映し
たり、水中でのイルカの動きをスローモーション
で紹介したりしながら「イルカのオスとメスはど
うやって見分けるの」「イルカはどれくらいの高
さまでジャンプをすることができるの」といった
質問に答えていきます。中には質問をお客さまに
選んでいただき、その時々で内容が変わることも
あります。
皆さまにもっとイベントに参加してもらいた

いという考えから、コンセプトを「みんなで作る
『いるかの時間』」としました。その取り組みの一
つとして、今回はイルカのイラストを募集して
大型画面に登場させることにしました。全部で

新しい「いるかの時間」新しい「いるかの時間」

いるかの時間の新しいロゴ入りの衣装
とステッカー

いるかの時間タイトル

2021年冬休みイベントのイルカ質問箱

応募していただいたイラストの一部

「いるかの時間」のイラストを描くイベント
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シロワニシロワニ繁繁
はんしょくはんしょく

殖殖協議会の調査に参加してきました協議会の調査に参加してきました（後編）（後編）
も海中で野生のシロワニとその生息環境を観察できた
ことは大きな経験になりました。

海から上がっても調査は終わりではありません。二
見港内のとびうお桟橋は夜間に海面をのぞくだけで
シロワニが観察できる人気スポットです。出現情報の
多い１９時から２０時を中心に、出現するシロワニの
個体識別を行いました。潜水観察の様に泳ぐ必要はな
く、シロワニが出現したら棒の先に取り付けたカメラ
を海中に入れ、体の模様などを撮影します。上からの
観察になりますが、その他の確認できる情報も記録し
ていきます。

こうして調査期間中に１５個体のシロワニを確認す
ることができ、そのうち５個体は初めて確認された個
体でした。これらの取り組みは地元のダイバーの協力
も得ており、現在１００匹ほどが確認されています。
地道な調査を継続していくことによって、小笠原にお
けるシロワニの個体数や季節移動、新規加入個体の動
向など保全に役立つ情報が明らかになっていくことが
期待されます。� （山田守彦）

３月に小笠原で行われた全長３ｍになる大型のサ
メ、シロワニの保全のための調査報告の後編です。前
回は、シロワニを捕獲してサイズや雌雄の確認、音波
発信機の装着などを行う作業を紹介しました（１０６
号参照）。今回は、捕獲せずに海中と陸上からシロワ
ニを個体識別する作業です。
小笠原の海はダイバーに人気で多くの方がダイビン
グに訪れます。その目的の一つはシロワニと出会うこ
とです。小笠原は日本で唯一野生のシロワニに出会う
ことができる海なのです。多く見られるのは冬と言わ
れていますが、調査を行った３月もまだ水温が低く、
たくさんのシロワニが見られました。シロワニが見ら
れるポイントは複数ありますが、今回は捕獲した個体
に装着した音波発信器の信号の受信機を設置してある
４カ所を調査し、２カ所でシロワニを確認できました。
潜水調査は地元のガイドダイバー１名と、調査員４
名が２名ずつのバディを組んで行いました。海中で２
ｍを超すサメと出会う上に、ポイントによっては濁り
や深い水深、沈船などの複雑な構造物もあるため安全
面には細心の注意を払いました。

潜水すると、まずは受信機を回収し、新しいものと
取り替えました。回収したこれらのデータから、以前
に発信器を装着した
個体の出現、移動な
どを確認することが
できました。
次は個体識別で
す。いよいよ海中で
シロワニに接近しま
す。シロワニの体側
には多数の黒い斑紋
があり、その模様によって個体識別できるため、真横
から全身が写るように撮影します。同時に、キズやひ
れの欠損の有無、雌雄の確認、大まかなサイズなどを
記録します。水中で出会ったシロワニはゆっくり泳い
でいるように見えるのですが、われわれダイバーに比
べると速いです。その横を並んで泳ぎながらそれらを
確認・記録するのはかなり大変な作業でした。それで

音波受信機の交換

鋭い歯がはっきり見える距離まで近づいてきます

複数いると記録が大変

とびうお桟橋での夜間調査
みなさんがのぞく下には

潜水調査

写真提供：シロワニ繁殖協議会

すぐそこにシロワニが !
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特別企画展 海の中をサバイバル！毒を使って身を守る

２０２４年７月１２日（金）～１１月４日（月・振休）

７月１２日から３階で特別企画展が始まりまし
た。生きものが持つ毒の奥深さを紹介していきます。

●毒を使いこなす
食べられるのを
防ぎ、自分の体に
侵入してくる敵を
撃
げき

退
たい

するために、
巧
たく

みに毒＊1を使っ
ている生きものが
います。毒は敵を
倒すためにあるの
ではありません。むしろ敵との接触を避け、戦い
を回避するために使われます。そのためカラフル
な装

よそお

いで、毒があることをアピールしているもの
もいます。
生き残るためには身を守るだけではなく、食べ
ものを得なければなりません。効率よく獲物を捕
らえるために毒を使う生きものもいます。

●驚きの毒を作り出す
カサゴやクラゲ
に刺されて痛い思
いをした人がいる
かもしれません。
彼らは、食べもの
から得た数々のア
ミノ酸をつなぎ合
わせて体内で毒を

合成しています。どのアミノ酸をどのようにつなぎ
合わせるかの設計図は、先祖代々受け継いできた
ＤＮＡの中にあります。こうして作られた秘伝の毒
は、アミノ酸が長い鎖

くさり

のように連なり、複雑にか
らまる不思議な物質です。さらに壊れやすいこと
もあり、毒がある
ことは知られてい
ても、どんな毒で
あるかは解明され
ていないことも珍
しくありません。
また、微

び

生
せい

物
ぶつ
＊2

が作り出す毒も独
特です。実は海洋
生物最強の毒は、

派手な模様で毒があることをアピール
するヒョウモンダコ

アマクサクラゲの長い触手に触れると
毒針に刺されひどく痛む

植物プランクトンのガンビエールディス
カス属は海洋生物最強のマイトトキシン
（青酸カリの２０万倍の猛毒）などを
産生する

微生物が作り出しています。アミノ酸という既
き

知
ち

の材料をつなぎ合わせて作るタイプの毒ではない
ため、その構造が解明されるたびに新発見の化学
物質が見つかります。

●毒を食べて手に入れる
毒を持つ生きものを、誰も食べようとはしませ
ん。しかし、その毒に耐えることができれば、誰
にも取られない自分だけの獲物にすることができ
ます。また体の中に毒が入った場合、通常はでき
るだけ早く体の外に出さなければなりませんが、
もし体内に残しておくことができたら、自分も毒
を持つことができます。このように元々は無毒で
あっても、毒に耐え、ため込み、それを利用する
ことまでできるように進化した生きものが、フグ
やウミウシのなかまです。彼らの多くは、自分が
毒化するだけではなく、卵をつくる器官である卵
巣に毒をためこみます。卵や赤ちゃんは毒に守ら
れ一番弱い時期を乗りこえることができます。次
世代に命をつなぐことにも毒を利用しているのです。

●生き残りの多様性
海の中をサバイバルするために、硬い鎧

よろい

で身を
守り、すばやく動いて獲物をしとめる『戦士的生
き方』もありますが、さまざまな毒を作り出しあ
るいは取り入れ、それを使いこなす『魔法使い的
生き方』もあるのです。どちらも強力で、優劣つ
けがたい方法です。海に生命が誕生して以来、生
きものは自らの生き残りと子孫を残すためにさま
ざまな適応戦略を発達させてきました。その巧み
さには驚くばかりです。� （柏木　由香利）

食中毒で時に死亡するほどの
猛毒を持つトラフグは、えさか
ら毒を取り入れている

ピンク色のミカドウミウシの
卵塊　毒があるので誰も食べ
ようとしない

©松岡　數充（大阪市立自然史博物館）
＊1��どんな物質でも使い方や量次第で「毒」になるため、
「毒とは何か？」を定義するのは難しいのですが、特別
企画展の中では、時には私たちヒトも含めた生きものの
健康や命を危うくするかもしれない性質を持つ化学物質
を「毒」と表現しています。

＊2��毒を作り出す微生物は、細菌、カビ類、藍藻、植物プラ
ンクトンなどが知られています。



かごしま水族館では毎年、七夕の時期にあわせて７月１日から８月７日まで
の間、イルカ館に七夕飾りを設置しています。とはいってもただの飾りではあ
りません。お客さまに短冊へ願い事を書いて飾っていただき、その願い事のい
くつかを実際に叶える企画です。「ジンベエザメを近くで見たい！」、「アザラ
シと家族写真を撮りたい！」など、これまでもたくさんの願い事を叶えてきま
した。
今年は１１月９日、１０日に願い事を叶えるイベントを実施します。どんな
願い事が書かれているかスタッフもワクワクしています。� （三重　拓）

かごしま水族館は５月３０日に開館２７周
年を迎えました。当日は、来館された方にこれまでの感謝を込めてささやかな
お菓子のプレゼントを行いました。
当館は開館以来、地域の海と生きものにこだわり、鹿児島の多種多様な生き
ものと環境を多くの方に伝えることを大切にして、日々取り組んでまいりまし
た。これまで１７００万人以上の方にご来館いただき、深く感謝しておりま
す。これまで行ってきた展示やイベントを通じて私たち自身が感じることは、
地元鹿児島の海にはまだまだ尽きることのない魅力があることです。これからも、最新の知識や技術を取り入れつつ、まだ
見ぬ魅力を発掘し、多くの方々にお伝えしていきたいと思います。� （館長　佐々木　章）

　皆さまの温かい支えのもと、開

館２７周年を迎えることができま

した。今号の特集では調査研究の

集大成「鹿児島の海のほ乳類」に

ついてお伝えしました。開館以

来、生きものをいかに健康に飼育

するか、どのように展示するかと

いうことに心を砕く一方、フィー

ルドの調査研究にも力を注いでき

ました。今年の夏は「災害級の猛

暑」とも言われ、気温が３５℃を

超える日が続きました。気候変化

の影響を受けるのは人ばかりでは

ありません。野生動物たちへの影

響についても、さまざまな研究機

関から報告がなされています。ま

ずは知ること、想像すること。そ

れらこそ、私たちがこれから何を

するべきかというヒントになると

考えています。� （大塚）

さくらじまの海 2024年第28巻 第2号 通巻107号
（2024年9月発行）

公益財団法人鹿児島市水族館公社
〒892-0814  鹿児島県鹿児島市本港新町3番地1
TEL.099-226-2233   FAX.099-223-7692

【ホームページ】 https :// iowor ld . jp 
株式会社イースト朝日

編集・発行／

印 　　刷／

　２０２３年に奄美大島の今里漁港内からニザダイ科クロハギ属の一種が釣
ちょう

獲
かく

され、２０２４年６月に日本初記録種としてマジナイクロハギと命名されまし
た。新標準和名の「呪

まじな

い」は、本種の黒い体に加え、眼前や胸部、尾
び

柄
へい

棘
きょく

の周
囲が橙

だいだい

色を呈
てい

することが、魔
ま

除
よ

けの文
もん

様
よう

を連想させることに因
ちな

みます。国内で
は奄美大島産の１標本と八重山諸島産の写真のみが知られています。国内にお
ける本種の出現は黒潮による南方海域からの無

む

効
こう

分
ぶん

散
さん

であると考えられます。
� （鹿児島大学総合研究博物館　館長　本村浩之）

編集後記

星に願いを

マジナイクロハギ　Acanthurus auranticavus

開館２７周年

№ 36 マジナイクロハギ


